





P 1 0 (Parallel Input/Output Controller) 
CTC (Counter Timer Circuit ) 
S 1 0 (Serial Input/Output Controller) 
を用いた割込について、実験を通して、その使用法と割込技術の修得を目的とした。
2. Z-80 の割込について
Z-80 は、 8080ACPU と上位互換性を保って開発された CPUであり、割込要求人力端
子はNMI と INTの 2 本しか持っていないが、 INT端子はプログラムによって、モード O 、モ
ード l 、モード 2 の 3 つの割込モードが選択できる。




2. 2 1 NT割込





① モード O 割込
このモードは、 8080Aの割込と同じ動作をする。
Z-80CPUのリセットによってこのモードになり、また、他のモードより移るには r I M 0 J
の命令を実行する。 2-80 で、 8080Aのファミリーデ、バイスを使用するときに用いられる。
② モード l 割込
最も簡単な割込で、このモードを使用するには、 r I M 1 J の命令を実行する。
割込要求により 38Hにジャンプするリスター卜割込である。
③ モード 2 割込
Z-80 の特徴的な割込で、このモードを使用するには、 r IM 2 J の命令を実行する。
このモードは、 2-80 ファミリ一周辺デバイスと組み合わせてシステムを構成したときに、より
特徴を発揮するように作られている。




先の、モード 0 、モード 1 の割込では、割込によってジャンプしたアドレスには命令が入ること







② 1M2の命令を実行し.モード 2 を選択.
③ l レジスタに割り込みプログラムのアドレスが入っているメモリの上位ア
ドレスを書き込主'.
④ PIOの V レジスタに割り込みプログラムのアドレスが入っているアドレスの
下位アドレスを書き込む.
⑤割り込みプログラムを書く.




⑩ PIOの V レジス?のデータをデータ・パスを過してCPUIこ送る.








Z-80 の周辺デバイスは、割込の優先順位を決定するために IEI ， IEO端子による、デイ
ジーチェーン動作を前提に設計されている。
1 E 1 は Interrupt Enable Input と呼ばれる入力端子で、この端子がHのとき、そのデノくイス
は割込要求 INTをCPUに出力することができる。 L のときは、 Hになるまで・待たされる。
デバイスが割込にはいると、 1 E 0 (Interrupt Enable Output) 出力端子が L になり、このデバ
イスよりも優先順位の低いデバイスの 1 E 1 端子に供給され、割込が終了するまで下位の割込要求
を待たせることができる。





P 1 0はプログラミングによって、次の 4 つのモードが指定できる。
① モード o (バイト出力)
指定したポートの全ビットが出力ポートになり、 STBと RDY信号を用いて、ハンドシェーク転送を
行う。
② モード 1 (バイト入力)
指定したポートの全ビットが入力ポートになり、 STBと RDY信号を用いて、ハンドシェーク転送を
行う。
③ モード 2 (双方向パス)
ポート Aが 8 ピット単位のハンドシェーク双方向ポートになる。出力方向は、 ASTBと ARDYが受け
持ち、入力データのハンドシェークは、 BSTBと BRDYが受け持つ。





3. 2 CTC について




は 1 6 分周と 2 5 6 分周のいずれかをプログラムで選択できる。 ZC〆TO端子はカウンタのゼロ
カウントまたはタイムアウトの出力である。











































































































































sw位置 周i度数(KHz) ボーレート (XI6)
A 1228.8 
B 614.4 
トう C 307.2 19200 
D 153ι 9600 
E 76.8 4800 
F 38.4 2400 
G 19.2 1200 
H 9.6 600 
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